私 は 知己 を 百 代の 後に 待た うとして ゐる もので はな 

ヽ o 

レ 

公衆の 批判 は、 常に 正鵠 を 失し やすい ものである。 

現在の 公衆 は 元より 云 ふ を 待たない。 歴史 は 既に ペリ 

クレス 時代 の ァゼ ン ス の 巿民ゃ 文芸復興 期 のフ ロレン 

スの巿 民で さへ、 如何に 理想の 公衆と は 縁が 遠かった 

かを教 へて ゐる。 既に 今日 及び 昨日の 公衆に して 斯く 

の 如くん ば、 明日の 公衆の 批判と 雖も、 亦 推して 知る 

べき ものが あり はしない だら うか。 彼等が 百 代の 後よ 

く 砂と 金と を 弁じ 得る かどう か、 私 は 遺憾ながら 疑 ひ 

なき を 得ない ので ある。 
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